
「ルーブリックによる資格教育課程の到達目標達成度評価表」 

【上級情報処理士】教育課程 到達目標達成度評価表 

領域１
資格

到達

目標
開発能力 具体的な学修目標 レベル５（90 点以上） レベル４（80～89 点） レベル３（70～79 点） レベル２（60～69 点）

学生自己

評価 

情
報
社
会
に
お
い
て
情
報
を
適
切
に
扱
う
知
識
・
技
能
・
働
く
基
本
能
力
を
も
ち
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を
も
っ
た
実
務
を
論

理
的
・
倫
理
的
に
実
践
す
る
重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
。 

1-1
情報社
会にお
ける情
報の知
識

①情報がもつ特性、その表現方

法を理解している。テキスト・

画像・動画・音声など多様な

デジタルデータの保管や扱い

について説明できる。

・情報の特性や効果的な表現方法、テキ

スト・画像・動画・音声などのファイ

ルのオフィスソフトにおける効果的な

活用方法や工夫について説明する初心

者向けマニュアルを作成できる。 

・情報の特性や表現方法、テキスト・

画像・動画・音声などのファイルの

オフィスソフトにおける活用方法

や工夫についての重要なポイント

を具体的な事例をもとに説明でき

る。 

・情報とは何かを説明でき、テキス

ト・画像・動画・音声などのファ

イルの保管における重要なポイ

ントを説明でき、オフィスソフト

で利用できる。 

・教科書などを使って、情報とは何

かを説明でき、テキスト・画像・

動画・音声などのファイルを保管

し、オフィスソフトで利用でき

る。

5･4･3･2･1 

②マスメディアやインターネッ

ト上の多様な情報コミュニケ

ーションの手段とその特性、

社会的役割や影響を理解して

いる。 

・マスメディアの種類・特性、インター

ネット上の多様な情報コミュニケーシ

ョン手段の種類・特性・影響力や利用

上の課題を説明する初心者向けマニュ

アルを作成できる。

・マスメディアの種類・特性、インタ

ーネット上の多様な情報コミュニ

ケーション手段の種類・特性と利

用上の課題における重要なポイン

トを具体的な事例をもとに説明で

きる。 

・マスメディアの種類、インターネ

ット上の多様な情報コミュニケ

ーション手段の種類・種類と利用

上の注意点を説明できる。 

・教科書などを使って、マスメディ

アの種類を説明でき、インターネ

ット上の情報コミュニケーショ

ンの種類・特徴を説明できる。
5･4･3･2･1 

③デジタル技術による社会の発

展の可能性やリスクを理解

し、著作権・個人情報保護・

プライバシー、サイバーセキ

ュリティ等について説明でき

る。

・デジタル技術による社会の発展の可能

性と課題、著作権や個人情報の取り扱

い上の注意、プライバシーなどの権利

の保護の重要なポイント、サイバーセ

キュリティ上の注意点を説明する初心

者向けマニュアルを作成できる。 

・デジタル技術による社会の発展の

可能性と課題、著作権・個人情報・

プライバシーなどの権利について

重要なポイントを具体的な事例を

もとに説明し、サイバーセキュリ

ティ上の注意点を説明できる。

・デジタル技術によって社会がど

のように変化するか説明でき、著

作権の取り扱い・個人情報の保

護・プライバシーについて基本的

な事項とサイバーセキュリティ

について説明できる。

・教科書などを使って、デジタル技

術の発展の可能性を説明でき、著

作権・個人情報・プライバシーお

よびサイバーセキュリティにつ

いて説明できる。

5･4･3･2･1 

1-2
情報社
会にお
いて情
報を扱
う技能

④マスメディアやインターネッ

ト上で表現された情報の意味

や発信者の意図を批判的・客

観的に正しく評価し、それを

踏まえて情報を有効に活用で

きる。 

・マスメディアやインターネット上の情

報の出所を確認し、情報を批判的に評

価することによって多様に意味を解釈

し、責任をもって情報を有効に活用す

るメディアリテラシーを実践できる。

・マスメディアやインターネット上

の情報の出所を確認し、情報を批

判的に評価し、責任をもって情報

を有効に活用するメディアリテラ

シーを実践できる。

・マスメディアやインターネット

上の情報の出所を確認し、情報を

評価し、責任をもって情報を活用

するメディアリテラシーを実践

できる。 

・マスメディアやインターネット上

の情報が発信者の意図のもとで

表現されていることが説明でき、

情報を評価して活用することの

重要性を説明できる。 

5･4･3･2･1 

⑤論理的で説得力のある文章・

レポートを作成できる。情報

を可視化し、的確に伝えるた

めにグラフ・図を工夫して作

成できる。 

・作成上の課題や自分自身の問題意識を

明確にして、その作成目的に対応する

論理を構成して文章やレポートを作成

し、主張を裏付けるグラフや図を効果

的に活用することができる。 

・課題や自分自身の問題意識を明確

にして、作成目的に対応する文章

やレポートを作成し、グラフや図

を使って工夫することができる。

・作成目的に応じた筋道の通った

文章やレポートを作成し、情報伝

達のためにグラフや図を活用す

ることができる。

・筋道の通った文章やレポートを作

成し、グラフや図を活用すること

ができる。 5･4･3･2･1 

⑥テキスト・画像・動画・音声

などのマルチメディアを活用

し、ユーザインターフェイス

を考慮して、資料や Web コン

テンツを構想、作成できる。

・テキスト・画像・動画・音声などのマル

チメディアの特性を活かして活用し、

ユーザインターフェイスの優れた資料

や Weｂコンテンツを企画・作成し、他

人の成果物を評価して改善点を明確に

することができる。 

・テキスト・画像・動画・音声などの

マルチメディア特性を活かして活

用して、ユーザインターフェイス

を考慮した実践的な資料や Weｂコ

ンテンツを企画し、作成できる。

・テキスト・画像・動画・音声など

のマルチメディアを活用して、ユ

ーザインターフェイスを考慮し

た基礎的な資料や Weｂコンテン

ツを企画し、作成できる。

・テキスト・画像・動画・音声など

のマルチメディアを活用して、基

礎的な資料や Webコンテンツを作

成できる。 5･4･3･2･1 



開発能力 具体的な学修目標 レベル５（90 点以上） レベル４（80～89 点） レベル３（70～79 点） レベル２（60～69 点）
学生自己

評価 

1-3

情報社

会にお

いて情

報を扱

う態度

⑦必要な情報を収集し、客観的情報

に基づき、論理的に判断できる。

他者の考えを踏まえ、自分の考え

が客観的に適切かどうかを判断で

きる。

・必要な情報を収集し、多様な情報

をもとに考え抜く論理的な議論を

することができ、他者の考えを受

け止めて自分の考えを客観的に捉

え直すことができる。その上で建

設的な議論を導くことができる。

・必要な情報を収集し、その情報を

もとに論理的な議論をすることが

でき、他者の考えを受け止めて、

自分の考えを客観的に捉え直すこ

とができ、その上で結論を出すこ

とができる。

・収集した情報に基づき議論を行

い、他者の考えを受け止めて、自

分の考えを客観的にまとめること

ができる。

・収集した情報に基づき議論を行

い、他者の考えを用いて、自分の

考えをまとめることができる。 
5･4･3･2･1 

⑧情報倫理を理解し、インターネッ

ト上で情報共有者、発信者として

適切に行動できる。自分の行動が、

社会とのコミュニケーションにお

いて、どのような意味や価値をも

つかを判断できる。 

・情報倫理を踏まえてインターネッ

ト上で有効な情報共有・情報発信

ができ、自分の行動を振り返り、

インターネットを使って社会的な

価値を生み出すための行動指針を

まとめることができる。 

・情報倫理踏まえてインターネット

上での情報共有・情報発信ができ、

自分の行動を振り返って、適正な

活動のための実践的上のポイント

を具体的な事例をもとに説明でき

る。 

・情報倫理を踏まえてインターネッ

ト上での適正な情報共有・情報発

信ができ、自分の行動を振り返っ

て、適正な行動のための基本的な

ポイントを説明できる。 

・情報倫理を踏まえて必要最低限の

ルールを守ってインターネット上

で情報共有・情報発信ができ、自

分の行動が与える影響を考えるこ

とができる。 

5･4･3･2･1 

領域２ 
資格

到達

目標
開発能力 具体的な学修目標 レベル５（90 点以上） レベル４（80～89 点） レベル３（70～79 点） レベル２（60～69 点）

学生自己

評価 

情
報
科
学
の
知
識
と
技
能
を
理
解
・
修
得
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
実
務

に
適
切
に
活
用
す
る
実
践
力
を
有
し
、
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

2-1

コンピ

ュータ

とネッ

トワー

クの知

識と実

践

⑨コンピュータや情報技術の基本原

理を踏まえて、ハードウェアとソ

フトウェアの関係を理解し、デジ

タル情報を活用できる。

・コンピュータや情報技術の基本原

理について実例をもとに説明で

き、ハードウェアとソフトウェア

の適切な組み合わせのもとでデジ

タル技術の特性を活用して実践的

な学修課題に有効な解答を導き出

すことができる。 

・コンピュータや情報技術の基本原

理を説明でき、ハードウェアとソ

フトウェアの関係を理解し、デジ

タル技術の特性を活用し、実践的

な学修課題に対して自分の工夫を

加えて解答を出すことができる。

・コンピュータや情報技術の仕組み

ついて説明でき、ハードウェアと

ソフトウェアの関係を理解し、デ

ジタルタル技術を活用し、基礎的

な学修課題に対して自分の工夫を

加えて解答を出すことができる。

・コンピュータや情報技術の仕組み

について教科書などを使って説明

でき、デジタル技術を活用して基

礎的な学修課題に対する解答を出

すことができる。 5･4･3･2･1 

⑩コンピュータネットワークの基本

原理を理解し、その上の情報の流

れとコミュニケーションの特性、

情報セキュリティ技術に関する知

識を有して情報社会のリスクに対

応することができる。

・コンピュータネットワークの基本

原理を説明でき、ネットワーク上

の情報通信の特性や危険性を踏ま

えコンピュータネットワークを有

効に活用するためのマニュアル

を、情報セキュリティ技術を踏ま

えて作成できる。 

・コンピュータネットワークの基本

原理を説明でき、ネットワーク上

の情報通信の特性や危険性を踏ま

えてコンピュータネットワークを

活用するための重要なポイントに

ついて情報セキュリティ技術を踏

まえて説明できる。

・コンピュータネットワークの基本

的な仕組みについて説明でき、ネ

ットワーク上の情報の流れ、活用

する上での基本的な問題点につい

て情報セキュリティ技術を踏まえ

て説明できる。 

・教科書などを使って、コンピュー

タネットワークの基本的な仕組み

について説明でき、情報セキュリ

ティ技術を踏まえて活用上の注意

点を説明できる。 5･4･3･2･1 



開発能力 具体的な学修目標 レベル５（90 点以上） レベル４（80～89 点） レベル３（70～79 点） レベル２（60～69 点）
学生自己

評価 

2-2

プログ

ラミン

グの知

識と実

践

⑪データ構造やプログラミングにつ

いて理解し、問題解決のためにプ

ログラムの設計・作成を行い、テ

スト実行し、要求仕様に基づいて

修正することができる。 

・データ構造やプログラミングにつ

いて深く理解し、実践的なプログ

ラムを設計・作成し、効率的にテ

ストを実行し、要求仕様書に基づ

いて正確に修正することができ

る。 

・データ構造やプログラミングの基

礎を理解し、実践的なプログラム

を設計・作成し、テストを実行し、

要求仕様書に基づいて修正するこ

とができる。

・データ構造やプログラミングの基

礎を理解し、基礎的なプログラム

を設計・作成し、テストを実行し、

要求仕様書に基づいて修正するこ

とができる。 

・データ構造やプログラミングの基

礎を理解し、基礎的なプログラム

を設計・作成し、テストを実行す

ることができる。
5･4･3･2･1 

⑫状態遷移図やデータフロー図など

モデル化の手法を活用し、諸課題

に対するアルゴリズムを検討・考

案し、構築することができる。 

・状態遷移図やデータフロー図など

モデル化の手法を効果的に活用

し、実践的な課題に対するアルゴ

リズムを検討・考案し、構築し、

結果を評価して、改善点を発見で

きる。 

・状態遷移図やデータフロー図など

モデル化の手法を活用し、実践的

な課題に対するアルゴリズムを検

討・考案し、構築することができ

る。 

・状態遷移図やデータフロー図など

モデル化の手法を活用し、基礎的

な課題に対するアルゴリズムを検

討し、構築することができる。 

・状態遷移図やデータフロー図など

モデル化の手法を理解し、基礎的

な課題に対するアルゴリズム作成

することができる。 5･4･3･2･1 

⑬システムの設計・構築・評価・運

用のための標準的手法を理解し、

起こり得る問題やその対処方法、

システム開発プロセスについて知

っている。 

・システムの設計・構築・評価・運

用のための実践的な手法を理解

し、起こり得る問題を予測し、事

前にその対処方法を設定して、効

果的なシステム開発のプロセスを

説明できる。

・システムの設計・構築・評価・運

用のための標準的な手法を理解

し、起こり得る問題を予測し、そ

の対処方法を考慮したシステム開

発のプロセスを説明できる。

・システムの設計・構築・評価・運

用のための基礎的な手法を理解

し、起こり得る問題を想定したシ

ステム開発のプロセスを説明でき

る。 

・システムの設計・構築・評価・運

用のための基礎的な手法を理解

し、システム開発のプロセスを説

明できる。 5･4･3･2･1 

2-3

データ

サイエ

ンスと

人口知

能(AI)

の知識

と実践

⑭データの記述や統計分析など、デ

ータサイエンスの基本技術を理解

し、活用できる。

・頻度や割合などのカテゴリカルデー

タと連続データの違いを説明でき、

データの種類に応じて適切な代表

値、バラツキ、相関などを導き出す

ことができる。 

・頻度や割合などのカテゴリカルデー

タと連続データの違いを説明でき、

データを使って代表値、バラツキな

どを導き出すことができる。 

・データの種類や記述について説明で

き、データを使って代表値、バラツ

キなどを導き出すことができる。

・教科書などを使ってデータの種類や

記述について説明でき、データを使

って教科書などを見ながら代表値

やバラツキなどを導き出すことが

できる。 

5･4･3･2･1 

⑮機械学習を中心とした人工知能

(AI)技術を理解し、AI によって何

が可能になるか、社会にどう影響

するかわかる。

・機械学習（ディープラーニング）の

基本的な原理とその問題点を説明

でき、AI が社会に与える影響や課題

を多様な観点から説明でき、それに

どのように対応すべきか自分の考

えを論述できる。

・機械学習（ディープラーニング）の

基本的な原理を説明でき、AI が社会

に与える影響・課題を説明でき、そ

れにどのように対応すべきか自分

の考えを論述できる。 

・機械学習（ディープラーニング）の

基本を説明でき、AI が社会に与える

影響・課題を説明できる。

・教科書などを使って機械学習（ディ

ープラーニング）の基本や AI が社

会に与える影響を説明できる。 5･4･3･2･1 

⑯統計的手法や、人工知能(AI)技術

によってデータを解析し、実際の

問題解決に活かせる。

・課題解決に最適な統計的手法・人

工知能技術を組み合わせてデータ

を分析し、実践的な課題の解答を

導き出し、その結果の有効性を評

価することができる。

・課題解決に適した統計的手法・人

工知能技術を選択してデータを分

析し、実践的な課題の解答を導き

出すことができる。

・基礎的な統計的手法・人工知能技

術を使ってデータを分析し、実践

的な課題の解答を導き出すことが

できる。 

・基礎的な統計的手法・人工知能技

術を使ってデータを分析し、与え

られた課題の解答を導き出すこと

ができる。 
5･4･3･2･1 



領域３ 
資格

到達

目標
開発能力 具体的な学修目標 レベル５（90 点以上） レベル４（80～89 点） レベル３（70～79 点） レベル２（60～69 点）

学生自己

評価 

情
報
社
会
に
お
い
て
、
対
象
と
な
る
課
題
を
発
見
・
分
析
し
、
客
観
的
に
捉
え
、

創
造
的
に
解
決
す
る
基
本
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。

3-1

課題解

決の技

能

⑰身近な状況の中から課題

を発見し、効果的な手法を

活用して、課題を解決する

ことができる。

・身近な状況を幅広く捉え、自ら課題を

発見し、効果的な手法を活用して課

題解決を行い、その結果を評価して

改善案を明確にできる。 

・身近な状況のもとで、自ら課題を発見

し、学修した手法を活用して課題解

決を行い、その結果を評価すること

ができる。 

・身近な状況から課題を明確にし、学修

した手法を活用して課題解決を行う

ことができる。 

・身近な状況から課題を明確にし、課

題解決に向けて行動をとることが

できる。 5･4･3･2･1 

⑱コミュニケーションの本

質を理解し、集団の前で効

果的にプレゼンテーショ

ンができ、また共同作業に

おいて様々な目的で話し

合いができる。 

・多人数の前で、聞き手のニーズに対応

した説得力のあるプレゼンテーショ

ンができ、共同作業において、目的に

対して効果的な計画を立案する創造

的な話し合いができる。 

・多人数の前で、聞き手のニーズに対応

したプレゼンテーションができ、共

同作業において互いの考えを理解し

目的を明確にした話し合いができ

る。 

・多人数の前で、プレゼンテーションを

行い、共同作業において互いの考え

を理解し、計画的な話し合いができ

る。 

・多人数の前で、プレゼンテーション

を行い、共同作業において話し合い

ができる。 5･4･3･2･1 

3-2

課題解

決の態

度

⑲グループ活動において、相

手の立場を理解して合意

点を探り、協調でき、必要

に応じてリーダーシップ

を取るなど、適切に活動で

きる。

・多様な相手の立場や意見を理解して

考えを引き出す意見交換をし、自ら

の責任を積極的に果たし、グループ

活動状況を把握し、必要に応じてリ

スクをとってリーダーシップを取る

などでグループ活動に貢献できる。

・多様な相手の立場や意見を理解して

意見交換し、自らの責任を積極的に

果たし、グループ活動状況を把握し、

それに応じてグループ活動に貢献で

きる。 

・相手の立場を理解して意見交換し、自

らの責任を積極的に果たして、グル

ープ活動に貢献できる。 

・相手の立場を理解して意見交換し、自

らの責任を果たして、グループ活動

に参加できる。 

5･4･3･2･1 

⑳社会の変化を感知し、学び

を継続して自分のライフ

キャリアを考え続けるこ

とができる。 

・社会の変化を将来的な観点から理解

し、学びを継続する課題を具体的に

明確にし、自分のライフキャリアを

築いていくかレポートにまとめるこ

とができる。

・社会の変化を理解し、学びを継続する

課題を明確にし、自分のライフキャ

リアを築いていくかレポートにまと

めることができる。 

・社会の変化を理解し、学びを継続する

必要性を理解し、自分のライフキャ

リアの方向性についてレポートにま

とめることができる。 

・自分のライフキャリアの観点から学

びを継続する必要性を説明できる。

5･4･3･2･1 

◇評価記入上の注意

※¹ 各レベルに付記する数はあくまで大学教育評価に対応する目安。

※² レベル 1 の記載はないが、レベル 2 に達しないものをレベル 1 とみなして評価する。

※³ 「開発能力」「具体的な学修目標」の達成度自己評価を行う際、そのすべてに対応する授業科目（学修プログラム）があり、また履修しているとは限らないので、

具体的な学修目標を整理して該当するものについてのみ自己評価し、該当しないものは、自己評価をせずに空欄のままにする。

※⁴ 領域別総合評価は、その領域の開発能力の学修目標達成度の自己評価の記載結果を確認し、それをもとにその領域の学修目標達成度について総合的に評価する。

（総合評価の記載は「到達目標達成度評価表（提出用）」に記す）




